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2

環境経営方針



■名　称　 山王テック株式会社

■代表者名 代表取締役社長　吉岡　勇

■設立

■資本金 ４，０００万円

■売上高 ４５億６千万円

■従業員数 ６０２名（２０２４年３月３１日現在）

■ＵＲＬ   https://sannotec.co.jp

■対象範囲と対象取組期間

　　認証・登録事業者名 ：　山王テック株式会社

　　認証・登録番号 ：　００１１５４３

　　認証・登録年月日 ：　２０１６年１２月２日

　　対象事業所 ：　全事業所（本社・東日本事業所・鈴鹿オフィス）

■環境管理責任者 特命（品質/環境推進）参与　原　昇

■エコアクション２１事務局

　　＜本社＞企画管理部管理２課　主査　谷　洋祐

　　＜東日本事業所＞企画管理部管理２課　係長　宇井　裕一

　　＜鈴鹿オフィス＞開発２部Ｓｕｚｕｋａ開発課　課長　因幡　重徳

■事業規模（2024年3月末現在）
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1981年9月21日

会社概要



■主な事業内容
　　設計/解析/モデリング、技術資料編集/制作、特許/知的財産管理、翻訳/通訳、

　　情報システム、データファイリング、人材派遣

会社概要
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会社概要
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会社概要



■所在地

■沿革

会社概要
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■環境経営システム組織図

■役割と責任と権限
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実施体制



課題とチャンス
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中長期環境経営目標
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環境経営活動計画

〈電力使用量の削減〉

・昼休み時間の照明の間引き消灯

・室温に対して空調の適切な温度管理

・クールビス、ウォームビスの採用

・不在エリアの空調停止と照明の停止

・OA機器の節電モードでの運用

・外出/帰宅時のPC電源OFF徹底

〈ガソリン使用量の削減〉
・公共交通機関の積極利用

・急発進、急加速の禁止

・出張時の社有車同乗推進

・社有車のエコカー配備の推進

・テレビ会議システムの有効利用

〈廃棄物の削減〉

・コピー用紙の必要に応じた両面利用

・紙ごみのリサイクルを促進

・Ｗｅｂ会議の推進

・宅配弁当の利用推進

・使用済封筒の再利用

・ウォーターサーバーの利用

〈水使用量の削減〉
・手洗いや、洗い物において日常的な節水励行

〈地域との共生、社会貢献〉

・エコキャップ運動の推進

・ロードサポートの推進（近隣道路歩道部の清掃活動）

・献血運動の推進

・自販機を通してのハートフル募金（赤い羽根）の推進
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削減目標値と取り組み結果（全社）

２０２３年度目標に対して、

0．2％ＤＯＷＮで達成！

２０２３年度目標に対して、

2．6％UPにて未達成…

２０２３年度目標に対して、

10．9％DOWNで達成！

２０２３年度目標に対して、

９．３％UPにて未達成…

２０２３年度目標に対して、

9．9％UPで未達成…

２０２３年度目標に対して、

１５．4％ＵＰで達成！

電力使用量/269,731kwh ⇒ 276,660kwh

ガソリン使用量/8,201ℓ⇒ 7,307ℓ

ＣＯ２総排出量/92,750ｋｇ-ＣＯ２⇒ 92,530ｋｇ-ＣＯ２

一般廃棄物/3,660ℓ⇒ 4,001ℓ

水使用量/922㎥⇒ 1,013㎥

エコキャップ運動（回収量）/105.3kg⇒ 121.5kg
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削減目標値と取り組み結果（本社）

ＣＯ２総排出量/26,482ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 25,206ｋｇ-ＣＯ２

２０２3年度目標に対して、

4．8％ DOWNで達成！

２０２3年度目標に対して、

１．６％ＤＯＷＮで達成！

２０２3年度目標に対して、

16．6％DOWNにて達成！

２０２3年度目標に対して、

１４．０％ＵＰにて未達成…

２０２3年度目標に対して、

3．0％ＵＰにて達成!

２０２3年度目標に対して、

14．0％DOWNで達成！

エコキャップ運動（回収量）/26.9ｋｇ⇒ 27.7ｋｇ

水使用量/328㎥⇒ 374㎥

一般廃棄物排出量/852ｋｇ⇒ 733ｋｇ

ガソリン使用量/2,482ℓ⇒ 2,070ℓ

電力使用量/76,760kwh ⇒ 75,570kwh



削減目標値と取り組み結果（東日本事業所）
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２０２3年度目標に対して、

1．8％ UPにて未達成…

２０２3年度目標に対して、

4．4％UPにて未達成…

２０２3年度目標に対して、

8．5％DOWNで達成！

２０２3年度目標に対して、

16．6％UPにて未達成…

２０２3年度目標に対して、

８．１％ＵＰにて未達成…

２０２3年度目標に対して、

17．2％ＵＰで達成！

電力使用量/187,947kwh ⇒ 196,183kwh

ガソリン使用量/5,538ℓ⇒ 5,068ℓ

一般廃棄物排出量/2,787ｋｇ⇒ 3,250ｋｇ

水使用量/577㎥⇒ 624㎥

エコキャップ運動（回収量）/73.2ｋｇ⇒ 85.8kg

ＣＯ２総排出量/63,593ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 64,728ｋｇ-ＣＯ２



削減目標値と取り組み結果（鈴鹿オフィス）
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ＣＯ２総排出量/2,675ｋｇ-ＣＯ２ ⇒ 2,596ｋｇ-ＣＯ２

２０２3年度目標に対して、

3．0％ ＤＯＷＮで達成！

２０２3年度目標に対して、

2．3％ＤＯＷＮで達成！

２０２3年度目標に対して、

6．6％DOWNで達成！

２０２3年度目標に対して、

１4．3％DOWNで達成！

２０２3年度目標に対して、

１1．8％DOWNで達成！

２０２3年度目標に対して、

53．8％ＵＰで達成！

電力使用量/5,024kwh ⇒ 4,907kwh

ガソリン使用量/181ℓ ⇒ 169ℓ

一般廃棄物排出量/21ｋｇ⇒ 18ｋｇ

水使用量/17㎥⇒ 15㎥

エコキャップ運動（回収量）/5.2ｋｇ⇒ 8.0ｋｇ
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環境への負荷状況（取りまとめ）



次年度の取り組み（環境経営目標値及び取組計画）
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※環境法規等の遵守活動を行い、違反や訴訟も発生しておりません。

18

環境関連法規等の遵守状況



■『とちぎＳＤＧｓ推進企業』、『埼玉県ＳＤＧｓパートナー』への登録

　山王テック株式会社は、地球環境の保全を経営課題と位置付け、豊かな未来づくりへの

　貢献を事業活動ならびに従業員の行動を通じて取り組んで参りました。

　昨今、気候変動による様々な自然災害、人権問題、そして感染症拡大など、企業を取り

　巻く環境は大きく変わり、”企業の社会的責任”が益々求められています。

　山王テック株式会社はSDGｓ（持続可能な開発目標）の「環境」「社会」「経済」の

　３側面それぞれに具体的に達成すべき目標を設定し、２０２２年度に『とちぎＳＤＧｓ

　推進企業』、『埼玉県ＳＤＧｓパートナー』へ登録しました。

　未来志向型企業として、人や環境に配慮した持続可能な社会づくりに貢献して参ります。

 2022年7月15日登録 　　　 2022年11月30日登録

■３側面の重点取組と指標（登録申請内容）
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ＳＤＧｓ取り組み紹介①



■対象ゴールと取り組み施策

ＳＤＧｓ取り組み紹介②
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【献血活動】

【ＡＥＤ設置】

【感染症対策】

ＳＤＧｓ取り組み紹介③
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  【環境教育の実施】

　環境対応情報や災害事例、ＳＤＧｓ等について、独自に作成した資料を基に社内

　教育を実施しております。

ＳＤＧｓ取り組み紹介④

  【Hondaｴｺ ﾏｲﾚｯｼﾞﾁｬﾚﾝｼﾞ】
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  【消防訓練】

　当社の業務は、パソコンを使用したオフィスワークが中心の為、”緊急事態の訓練”

　として、オフィス火災を想定した消防訓練を実施しております。

  【ＡＥＤ取扱い講習】

　当社は、社会的責任の一環として、AEDを設置しており、毎年取扱い講習の

　受講を推進しております。
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ＳＤＧｓ取り組み紹介⑤



■ＥＣＯキャップ回収強化月間

   ２０２３年８月１日～９月３０日の２ヶ月間をＥＣＯキャップ回収強化月間と定め、

　従業員の方に自宅で収集したキャップの持参を頂き、年間目標を達成致しました。

　環境意識の高まりからマイボトルを持参する従業員が急増しており、次年度以降も

　キャンペーン運動の継続を図り、ワクチン寄付に繋げてまいります。

【本社】 【東日本事業所】 　　【鈴鹿オフィス】

■環境標語募集キャンペーンの展開

　２０２３年１０月３０日～１１月１０日を募集

期間として、埼玉地区全従業員を対象に『環境標語

募集』キャンペーンを展開しました。

　自社の建屋に勤務する従業員以外にも、お客様先

での受託業務の推進や派遣勤務として働く、多くの

従業員が、地球温暖化等の環境改善を共通の課題と

してベクトルを合わせる活動が展開できればと考え、

企画しました。

　結果、１４１名の従業員から総数２６０点にも

及ぶ応募を得る反響があり、従業員の環境への関心

の高さが再確認されました。

環境活動キャンペーン（４３期）①
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■前年に引き続き『エコアイデア募集』キャンペーンを展開

  ２０２３年１１月１日～１１月１４日の期間にて、栃木/鈴鹿地区従業員を対象として

　『エコアイデア募集』キャンペーンを前年に引き続き展開しました。

　採用したアイデアは、潤いをもたらすグリーンオフィス環境、駐車場等の除草による

　廃棄物抑制に繋げる堆肥生成と循環を図る活動に結び付きました。

　今後も従業員に潜在しているアイデアの発掘、実現に向けた活動を継続して参ります。

環境活動キャンペーン（４３期）②
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          ２０２３年８月２６日、『宇都宮芳賀ライトレール線』が開業！

■２０２３年８月２６日、『宇都宮芳賀ライトレール線』が開業！

 　表紙の写真の通り、当社の東日本事業所は、ＬＲＴ「芳賀台」停留所に隣接しており、

　お客様先への訪問、社員の通勤は勿論のこと、当社の埼玉県、三重県の拠点からの移動

　にも東北新幹線との連絡が良くなり、公共交通機関の利用促進、ＣＯ２排出量の削減に

　貢献しております。
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トピックス



 ２０２３年度は、ロシアのウクライナへの侵攻の終結が見えない中、イスラエルと

パレスチナの武力紛争の勃発、世界各地での気候変動がもたらす自然災害、物価の高騰

と社会情勢の不安定さが増す、多くの困難に直面する一年となりました。

　一方では、新型コロナ感染症が５月より５類感染症に移行後、生活様式がコロナ禍前

に回帰し、リアルでの交流機会が増え、社内の雰囲気も明るく活動的となりました。

４３期事業計画も概ね目標を達成し、アフターコロナ時代の幕開けとして、良い一年と

なりました。

　環境活動としては、事業活動の活発化に比例し、拠点間の往来など、移動機会が増加

しましたが、プラグインハイブリッド車を優先的に長距離移動に活用することで、燃料

消費量の抑制に繋げることが出来ました。

　又、前年より準備を進めてきた、”再生可能エネルギー１００％電力”への切り替え

を７月に実施し、電力使用に於けるＣＯ２排出量の実質ゼロ化が実現出来ました。

　２０１６年にエコアクション２１認証を取得後、委員会活動を起点とした環境活動を

展開して参りましたが、年２回のキャンペーン（エコキャップ運動、環境アイデア、

環境標語の募集）を実施するなど、活動の深化と定着が認められました。

　これからも環境目標値の達成に留まることなく、ＳＤＧｓ推進等の社会貢献も含め、

従業員との一体感を持った、環境経営に取り組んで参ります。

　代表取締役社長　吉岡　勇

代表者による全体評価と見直し・指示
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